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　土方正夫先生はめでたく古稀を迎えられ、本年 3月末日をもちまして、早稲田大
学を定年退職なされました。1982年 4月に早稲田大学社会科学部専任講師に着任
され、1984年 4月に助教授、1989年 4月に教授に昇進されました。先生は社会科
学部では、1984年から 2年間、学生担当教務副主任を、1995年から 2年間、教務
担当教務主任を務められ、学部発展に寄与されました。また、2002年から 2010年
まで、現在のグローバルエデュケーションセンターの前身であるオープン教育セン
ターの教務主任、引き続き同センター長を務められました。このように早稲田大学
全体の基礎教育の指針も築いてこられました。
　土方先生のご専門は情報システム科学、都市・地域計画情報論、情報社会論で
す。学部主担科目が情報科学論、大学院では政策情報論を担当しておられました。
土方先生は、早稲田大学理工学部を卒業され、同大学院理工学研究科で機械工学を
専攻されています。社会科学総合学術院の学際性を代表するような情報科学分野か
ら「社会科学の総合」に寄与され、多くの人材を育成されてきました。もちろん、
情報科学に関する論考を多数著し、その研究におかれて受賞もなさっております。
　また、土方先生には地域計画・開発やまちづくりに関する研究成果も多数ありま
す。特に、東日本大震災で大きな被害を受けた気仙沼の復興にも関わっておられま
した。2016年 1月開催の気仙沼国際オープンセミナーでは「地域のレジリエン
ス・イノベーション・サステイナビリティー」という題目で研究発表をなされ、気
仙沼市階上地区まちづくり協議会から「階上まちづくり大綱」（2014年 2月）を作
成し、気仙沼大学ネットワーク報告会でも「気仙沼階上地区まちづくり報告」
（2016年 12月）を行うなど、フィールド重視の研究成果も際立っております。
　毎年新年度に発行される新入生向けのメッセージには「勉強の軸足を定め、在学
中は継続すること。そして未知に耐え、これを楽しむ精神を養うこと」と書かれて
あります。先生の薫陶を受けた多くの学生たちが、先生の情報システム論を受講し
て、溢れるばかりのさまざまな情報を受け取る一方で、その分析枠組みとなる軸足
を定め、いつ起こるかわからないさまざまな危機対応を行うことで、新たな展望を
切り開いていく、その姿が想像できます。
　改めて、土方先生には社会科学総合学術院のみならず、早稲田大学全体の発展へ
の礎を築いていただいたことに感謝の気持ちでいっぱいです。気仙沼もまだまだ復
興の途上にあることと思います。土方先生はきっと現在も同地域に定期的に足を運
ばれておられることと推察します。土方先生のご健康とご活躍を心より祈念すると
同時に、ぜひ今後とも社会科学部の発展に対するご指導、ご助言を賜ることをお願
いする次第です。
